


















































































◆バック 8’1 本、フロント ’ 本
上下の鍵盤を別々に使う面白さ
◆バック＋フロント 8’ 本とフロント 8’1
本の組み合わせも可能
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・チェンバロの機能を最大限に発揮させることので
きる代表的な作品。レジストレーションの変化を感
じながら鑑賞する。 
【取り組みの成果】
演奏後の質問・感想発表会
○多くの生徒さんが積極的に発言していた。
○特に印象的だったのは、ルイ・クープランがもっとも印象に残ったという感想。成熟した鑑賞
力の持ち主。
○全体で２時間近いイベントであったにもか わらず、静寂を保ち、熱心に聞き入っていた。
○チェンバロに一人一人が触れ、レジストレーションを変えていくセクションでは、みな積極的
に思いおもいの曲を演奏し、音色の変化を楽しんでいた。
ワークシートより
○こ では「王の狩」が人気。
○レジストレーションについて「おとの混ざり」との表現がみられた。
○もっとも気に入った曲として５曲中４曲が採り上げられていた。このことから生徒さん達が思
い思いにそれぞれの楽しみ方ができていたと考えられる。
○「はげしくなったり」とか「やさしくなったり」とか「すいこまれるようだった」等といった
具体的な表現を伴った感想が見られた。
【反省会を踏まえての来年へむけての課題】
○レジストレーションに関しては、授業途中にその切り替えによっておこる音色の変化と実際
に鍵盤に触れた時の感触とを、一人一人個別に、時間をかけて経験してもらったことによって、
その後の演奏理解につながったと考えられる。
○しかし、や ワークシートにおける感想にその点に関する言及が少なかったことは反省する
べき。
○生徒さんから多様な考え・思いを引き出すための問いかけ、鑑賞教材の選択、提示方法を引
き続き検討する。
○演奏会場の響きがとてもよかった。
【演奏会の様子】 【楽器に触れるコーナーの様子】
